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平成 29年 6月 28日 

各 位 

                   会 社 名 タキロンシーアイ株式会社 

                      代表社名  代表取締役社長       南谷 陽介 

                          （コード番号 4215 東証第１部） 

                         問合せ先 執行役員 財務経理部長 大久保 俊哉 

                           （TEL．06－6453－3845） 

 

(訂正・数値データ訂正) 

「平成 29年 3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

平成 29年５月 10日に公表いたしました「平成 29年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」

について、記載内容の一部に訂正すべき事項がありましたので、お知らせいたします。また、

数値データにも誤りがありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

訂正箇所 

サマリー情報 

1.平成 29年 3月期の連結業績(平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日) 

 (3）連結キャッシュ・フローの状況 

【訂正前】 

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

29 年 3 月期 4,854 △2,524 △1,752 16,046 

28 年 3 月期 5,773 △2,860 △2,828 13,760 

 

【訂正後】 

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

29 年 3 月期 6,579 △2,537 △1,749 16,046 

28 年 3 月期 5,773 △2,860 △2,828 13,760 
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2.配当の状況 

【訂正前】 

  

  

年間配当金 配当金総額 配当性向 純資産配当率 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3四半期末 期末 合計 （合計） （連結） （連結） 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

28 年 3 月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 994 36.2 2.2 

29 年 3 月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 994 36.9 2.0 

30 年 3 月期（予想） ― 7.00 ― 7.00 14.00   39.0   

 

【訂正後】 

  

  

年間配当金 配当金総額 配当性向 純資産配当率 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3四半期末 期末 合計 （合計） （連結） （連結） 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

28 年 3 月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 994 36.2 2.2 

29 年 3 月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 994 36.9 2.0 

30 年 3 月期（予想） ― 7.00 ― 7.00 14.00   34.1   

 

訂正箇所：添付資料３ページ 

１．経営成績・財政状態に関する分析 

（2）財政状態に関する分析 

② キャッシュ・フローの状況 

【訂正前】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、4,854 百万円の収入となりました(前連結会計年度

は 5,773 百万円の収入)。これは、主に法人税等の支払 1,466 百万円の支出要因と税金等調整

前当期純利益 4,608 百万円、売上債権の減少額 1,042 百万円、減価償却費 3,206 百万円の収

入要因によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,524 百万円の支出となりました(前連結会計年度

は 2,860 百万円の支出)。これは、主に有形固定資産の取得、投資有価証券の売却によるもの

です。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,752 百万円の支出となりました(前連結会計年度

は 2,828 百万円の支出)。これは、主に短期借入金の返済や配当金の支払によるものです。 

 

【訂正後】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、6,579 百万円の収入となりました(前連結会計年度

は 5,773 百万円の収入)。これは、主に法人税等の支払 1,466 百万円の支出要因と税金等調整

前当期純利益 4,608 百万円、減価償却費 3,201 百万円の収入要因によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,537 百万円の支出となりました(前連結会計年度
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は 2,860 百万円の支出)。これは、主に有形固定資産の取得、投資有価証券の売却によるもの

です。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,749 百万円の支出となりました(前連結会計年度

は 2,828 百万円の支出)。これは、主に短期借入金の返済や配当金の支払によるものです。 

 

 

訂正箇所：添付資料４ページ 

１．経営成績・財政状態に関する分析 

（2）財政状態に関する分析 

（参考）キャッシュ・フロー関連資料の推移 

【訂正前】 

 平成 26年 3月期 平成 27年 3月期 平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

自己資本比率(%) 52.2 55.8 51.9 54.7 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率(%) 35.4 44.3 45.0 46.2 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債倍率 0.4 0.5 0.5 0.4 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ(倍) 139.44 175.38 139.94 190.90 

 

【訂正後】 

 平成 26年 3月期 平成 27年 3月期 平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

自己資本比率(%) 52.2 55.8 51.9 54.7 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率(%) 35.4 44.3 45.0 46.2 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債倍率 0.4 0.5 0.5 0.3 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ(倍） 139.44 175.38 139.94 258.74 
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訂正箇所：添付資料１２ページ 

５．連結財務諸表 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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訂正箇所：添付資料１３ページ 

５．連結財務諸表 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 

 

【訂正後】 

 

訂正箇所：添付資料１５ページ 

５．連結財務諸表 

（８）連結財務諸表に関する注記事項 

 （連結貸借対照表関係） 

【訂正前】 

(単位：百万円) 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

１． 有形固定資産の減価償却累計額 79,560 78,338 

【訂正後】 

(単位：百万円) 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

１． 有形固定資産の減価償却累計額 79,560 81,101 
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訂正箇所：添付資料１９ページ 
３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

 

Ⅱ 当連結会計年度（自 平成 28 年４月１日 至 平成 29 年３月 31 日） 

  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失及び資産の金額に係る情報 

【訂正前】  

（単位：百万円） 

 報告セグメント 調整額 計 

 住環境 床 高機能材 メディカル 計 (注)  

売上高        

外部顧客への売上高 39,184 9,821 24,330 1,781 75,118 － 75,118 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
75 21 101 － 198 (198) － 

計 39,260 9,843 24,431 1,781 75,316 (198) 75,118 

セグメント利益又は損失(△) 31 2,141 2,108 58 4,339 － 4,339 

セグメント資産 36,092 7,121 19,583 1,972 64,769 24,227 88,997 

その他の項目        

減価償却費 1,843 405 776 118 3,144 － 3,144 

有形固定資産および 

無形固定資産の増加額 
1,390 274 494 16 2,175 404 2,580 

(注)調整額は以下の通りであります。 

（1）セグメント資産の調整額 24,227 百万円の主なものは、提出会社での現金・預金及び投資有価

証券等であります。 

（2）減価償却費には、長期前払費用の償却額を含んでおります。 

（3）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 404百万円の主なものは、無形固定資産等の

増加であります。 
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【訂正後】 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 調整額 計 

 住環境 床 高機能材 メディカル 計 (注)  

売上高        

外部顧客への売上高 39,184 9,821 24,330 1,781 75,118 － 75,118 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
75 21 101 － 198 (198) － 

計 39,260 9,843 24,431 1,781 75,316 (198) 75,118 

セグメント利益又は損失(△) 31 2,141 2,108 58 4,339 － 4,339 

セグメント資産 36,092 7,121 19,583 1,972 64,769 24,227 88,997 

その他の項目        

減価償却費 1,898 405 778 118 3,201 － 3,201 

有形固定資産および 

無形固定資産の増加額 
1,390 274 494 16 2,175 433 2,609 

(注)調整額は以下の通りであります。 

（1）セグメント資産の調整額 24,227 百万円の主なものは、提出会社での現金・預金及び投資有価

証券等であります。 

（2）減価償却費には、長期前払費用の償却額を含んでおります。 

（3）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 433百万円の主なものは、無形固定資産等の

増加であります。 
 

以 上 


